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不燃マグネシウム合金

金属材料の歴史を今、塗り替える。

特集Ⅱ
小・中学生、高校生、集まれ！

熊大で学ぼう！

特集Ⅰ



SHOP&BAKERY  FORICO
黒髪南キャンパスの「FORICO」は
学生や教職員の暮らしをサポートする
福利厚生施設。
愛称は学生たちの公募と投票で決定。
ベーカリーも併設されたショップの他、
食堂は、A～Fまで六つのフロアがあり、
パーティ会場としても利用できる。
学生や教職員のキャンパスライフの
充実を支える居心地の良い空間だ。

キャンパスの風景
フォリコ
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座学と実践で、教育者として総合的な力を身に着ける！

　肢体不自由や知的障がいなど、特別支援教育を必要とする

人たちへの理解と支援法について学ぶ「特別支援教育学

科」。中でも菊池哲平研究室では、自閉症やアスペルガー症

候群など、発達障がいに関する研究を行っています。“コ

ミュニケーションの難しさ”という問題を抱える発達障がい

の子どもたち。症状に個人差もあることから、教育・対処法

などのマニュアルが確立されていないのが現状です。「教育

者を目指す学生が、座学で発達障がいへの理解を深めるだ

けでなく、子どもたちと直接触れ合うボランティア活動を通

じて、実践的な力を身に着けることに力を入れています」と

菊池先生は語ります。

さまざまな立場の学生が、フランクに意見交換！

　“菊池研”では、教員を目指す13人の学部生の他、専攻科

や院生を含めた総勢20人が、毎週木曜の午後5時からディ

スカッションを重ねています。「ゼミには、学生だけでなく現

役の教員も在籍していますので、さまざまな視点に接する

絶好の場。素朴な雑談の中から、研究テーマが見つかるこ

とも多いので、社会で話題になっているさまざまなトピック

をフランクに語り合えるような雰囲気を大切にしています」

と菊池先生。4年生の続 悠未さんは「ディスカッションは、

6時間に及ぶことも。仲間たちの視点に触れることは、研究

の参考になりますね」。また、小学校教諭で、4月から研究

室で学ぶ中石ひさ子さんは「今まで現場でやってきた実践

に、理論的な裏付けがあることを実感します。現場に生かし

ていきたいですね」と語ります。

子どものケアだけでなく、環境調整を図れる教育者に

　菊池先生は「発達障がいは、周りにいる人の接し方によっ

て、本人の“生きにくさ”をかなり軽減することができます。

障がいを持つ子どものケアだけでなく、保護者や教員な

ど、周りの人たちの障がいへの理解を促し、環境調整を図

れるような教育者を目指してほしいですね」と学生にエール

を送ります。

Laboratory Exploration

発達障がいがもたらすさまざまな症状や特徴について

研究を重ねる菊池哲平研究室。

障がいを持つ人たちへの理解を深めることで、

効果的な支援・アプローチ法を学んでいます。

特別支援教育学科

教育学部

菊池哲平研究室

講義や演習だけでなく、実際に
さまざまな障がいのある子ど
もたちへの臨床活動を学生と
共に行っている。写真は動作法
による自閉症児へのアプロー
チをしている様子

毎年恒例の阿蘇旅行。「時には、
勉強のことを忘れて、楽しむこ
とも大事」と菊池先生

「KIKUCHI lab.」のロゴが入っ
たポロシャツ。学校などでのボ
ランティア活動の際に着用

身近に発達障がいの子どもがいた
ことから、この分野の研究に飛び
込んだという菊池先生。「成長の
“偏り”は個性の一つ。彼らから学
ぶこともたくさんありますね」

認知評価システム「DN－CAS」を使っ
て、子どもの認知処理過程を測定し、支
援に役立てている
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発達障がいを心理学的側面から研究。発達障
がいの診断基準や、さまざまなセラピーの理
論的背景などを教育している。また、学生と共
に小・中学校でボランティア活動を行ったり、
さまざまな発達障がいを抱える人たちやその
保護者、教員などに対して、講演活動を行うな
ど精力的に活動している。

菊池哲平研究室とは？

発達障がいの研究を通じ、
実践力を備えた教育者を育てる 研究室は、大学生・院生・専攻科を合

わせて20人で構成。ゼミでは幅広い年
齢層の学生たちが意見交換をする
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う
に
な
り
、友
だ
ち
に
折
り
紙
や
日
本
語
を
教

え
た
り
、ち
ら
し
ず
し
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
り

し
て
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
エ
ン
・
コ
レ
ー
ク
」で
は
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
型
の
授
業
が
印
象
的
で
し
た
。日
本
で

は
、知
識
を
自
分
の
中
に
蓄
積
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
き
ま
す
が
、ド
イ
ツ
で
は
習
っ
た
こ
と
を

す
ぐ
に
試
し
た
り
、表
現
す
る
力
を
訓
練
さ
れ

ま
す
。先
生
か
ら
は「
黙
っ
て
い
る
よ
り
、た
と
え

間
違
っ
た
と
し
て
も
発
言
す
る
こ
と
に
価
値
が

あ
る
」と
い
う
こ
と
を
徹
底
的
に
教
え
ら
れ
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ク
ラ
ス
で
は
、な
る
べ
く

自
分
の
意
見
を
言
う
よ
う
に
促
さ
れ
ま
し
た
。

留
学
前
は
、自
分
の
失
敗
に
過
剰
に
落
ち
込
ん

で
い
た
の
で
す
が
、熊
本
大
学
に
戻
っ
て
か
ら
、

ゼ
ミ
な
ど
の
場
で
、間
違
っ
て
も「
大
丈
夫
」と

楽
観
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
は
、ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
連
す
る
仕

事
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
人

と
関
わ
る
仕
事
に
就
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

第
2
外
国
語
で
ド
イ
ツ
語
を
選
択
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、ド
イ
ツ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

留
学
す
る
な
ら
、英
語
圏
の
方
が
安
心
か
な
、

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、せ
っ
か
く
行
か

せ
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
の
で〝
未
知
の

世
界
で
、自
分
を
高
め
た
い
！
〞と
思
い
、ド
イ
ツ

に
決
め
ま
し
た
。

　

ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
は
、ド
イ
ツ
で
一
番
小
さ
い

州
で
す
。大
学
の
寮
に
は
、ト
ル
コ
や
イ
ン
ド
、ア

メ
リ
カ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
国
の
留
学
生
が
い
ま

し
た
。会
話
は
す
べ
て
ド
イ
ツ
語
で
し
た
が
、最

初
は
分
か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
ね
。「
ス
ト
ゥ

デ
ィ
エ
ン
・
コ
レ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
る
ド
イ
ツ
語
ク

ラ
ス
で
は
、一
番
下
の
レ
ベ
ル
か
ら
始
め
ま
し
た
。

3
カ
月
く
ら
い
経
つ
と
日
常
会
話
は
で
き
る
よ

熊本大学から世界へ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学（
ア
メ
リ
カ
）来
学

電
気
工
学
部Y

u
-C
h
o
n
g
 T
a
i

教
授
が

「C
altech

で
の
教
育
研
究
事
情
」に
つ
い

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
学（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）海

外
語
学
セ
ミ
ナ
ー
実
施（
４
月
３
日
ま
で
）

四
川
大
学（
中
国
）

来
学

李
光
憲
常
務
副
校

長
以
下
８
名
が
谷

口
学
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

テ
キ
サ
ス
大
学
サ

ン
ア
ン
ト
ニ
オ
校

(

ア
メ
リ
カ)

来
学

John M
urphy

建
築
学
部
長
が
谷

口
学
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

日
本
語
研
修
コ
ー
ス・
短
期
留
学
コ
ー
ス
開
講
式

サ
ン
テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
国
立
高
等
鉱
業
学
校

（
フ
ラ
ン
ス
）来
学

材
料
構
造
科
学
部W

oo-S
uck H

A
N

准

教
授
が
原
田
理
事
お
よ
び
高
島
大
学
院
自

然
科
学
研
究
科
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

北
京
工
業
大
学（
中
国
）来
学

郭
廣
生
学
長
以
下
５
名
の
訪
問
団
が
谷
口

学
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

3
／
71719

4
／
361016

生
命
資
源
研
究
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、中
国
食

品
医
薬
品
検
定
研
究
院（
中
国)

と
の
学
術

交
流
協
定
新
規
締
結
を
記
念
し
、セ
ミ

ナ
ー
を
開
催

マ
ウ
ス
リ
ソ
ー
ス
バ

ン
ク
と
生
殖
工
学

の
応
用
を
テ
ー
マ

に
、
北
京
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。約
８
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

谷
口
学
長
、忠
北
大
学
校（
韓
国
）を
訪
問

（
４
日
ま
で
）

谷
口
学
長
を
は
じ

め
と
す
る
本
学
訪

問
団
が
、忠
北
大

学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。大
学
間
交

流
協
定
の
調
印
式

を
行
い
、金
承
澤
総

長
他
同
校
幹
部
職

員
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

熊
本
留
学
生
交
流
推
進
会
議
主
催
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

２
５
０
名
を
超
え
る

留
学
生
お
よ
び
日

本
人
学
生
が
参
加

し
、熊
本
県
内
の
大

学
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

出
し
物
や
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

培
材
大
学
校（
韓
国
）来
学

金
永
浩
総
長
以
下
４
名
の
訪
問
団
が
谷
口

学
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

バ
ン
ド
ン
工
科
大
学（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）来
学

地
球
科
学
工
学
部Ivonne M

. R
adjaw

ane

教
授
が
高
島
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

未知の世界、ドイツで
自分を高めたい！

法学部4年 舩場智代さん

2011年3月から翌年2月まで、交換留学生として、
ドイツのザールラント大学に留学した舩場智代さん。

さまざまな国の人との交流の中で、
文化の多様性や自己主張の大切さを学んだと語ります。

国際交流レポート
平成24年3月～5月

留学中、夜8時には街の灯りが消えてしまう田舎
町で過ごし、帰国後に熊本の夜の明るさに驚いた
とか。「エコについて考える機会になりました」

ザールラント大学では、語学コースを選んだ舩場さん。コース最終日に友人たちと
お疲れさまパーティーを開催した思い出の1枚

ふ な   ば
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周囲のみんなが親切で優しくしてくれるのがうれしいと語るグエトさん。「研究テーマ
の一つである若者言葉を聞きたいのに、みんな丁寧な言葉で話してくれるのが残念」

九州の方言や若者言葉について研究し、
日本の今を知りたい！
大学院社会文化科学研究科 日本・東アジア文化学研究コース1年
フン・テイ・グエトさん
昨年10月に来熊し、日本語教諭を目指す
ベトナム人留学生のフン・テイ・グエトさん。
若者言葉や方言の研究を通し、
日本への理解を深めたいと語ります。

ベトナム 熊本

ドイツ

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
日
本
の
マ
ン
ガ
や
ド
ラ
マ

が
大
好
き
で
し
た
。特
に
、貧
し
い
中
、力
強
く
前

に
向
か
っ
て
進
む「
お
し
ん
」の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

の
強
さ
に
感
動
し
た
こ
と
が
、日
本
文
化
を
学
び

た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。ハ
ノ
イ
大
学
日

本
学
部
の
学
生
だ
っ
た
頃
、交
換
留
学
生
と
し
て

1
年
間
大
阪
大
学
で
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
、さ
ら

に
日
本
で
学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
募
り
、大
学

卒
業
後
に
、熊
本
大
学
に
来
ま
し
た
。

　

私
が
熊
本
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は
、「
九
州
の
方

言
」に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。熊
本
大
学
に
は「
九
州
の
方
言
」を
ご

専
門
に
研
究
さ
れ
て
い
る
大
学
院
社
会
文
化
科
学

研
究
科
・
坂
口
至
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。坂

口
先
生
に
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら「
九
州
の
方
言
に
つ
い

て
学
ば
せ
て
く
だ
さ
い
」と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、

現
在
は
先
生
の
指
導
の
下
、日
本
の
み
な
ら
ず
東

ア
ジ
ア
諸
国
の
文
化
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。好
き
な
熊
本
の
方
言
は

「
せ
か
ら
し
か
」や
、語
尾
に「
〜
け
ん
」を
付
け
る

と
こ
ろ（
笑
）。私
が
熊
本
に
い
る
間
に
、使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
マ
ス
タ
ー
す
る
の
が
夢
な
ん
で
す
。

　

ま
た
、日
本
の
若
者
言
葉
に
つ
い
て
も
研
究
し

て
い
ま
す
。「
Ｋ
Ｙ
」な
ど
略
語
が
多
い
若
者
言
葉

は
、便
利
な
反
面
、長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本

語
の
美
し
さ
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、流
行
り
廃
り
が
あ
る
も
の
も

あ
れ
ば
、新
し
い
日
本
語
と
し
て
定
着
す
る
も
の

も
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
研
究
す
る
こ
と

で
、日
本
独
自
の
価
値
観
や
言
語
感
覚
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。マ
ン
ガ
の
影
響

も
あ
り
、日
本
文
化
に
興
味
を
持
つ
ベ
ト
ナ
ム
の

若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。将
来
は
、熊
本
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
礎
に
、文
化
や
考
え
方
な
ど
、い
ろ
ん

な
日
本
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
語
の

先
生
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

今年2月、熊大の留学生一同で雲仙・島原
へ見学旅行へ。「島原城や普賢岳などの歴
史に触れるひとときを過ごしました。他国か
ら留学している友だちとも知り合い、うれし
かったです」



卒
業
生
ジ
ャ
ー
ナ
ル

　法人のお客様を中心に担当しています。資金調達をはじめとした企業の抱える経営課題

に対してソリューションを提供しています。熊本大学で得たことは、「考え続ける」ことの大切

さです。明確な答えの無い問いに対して、限られた時間の中で自分なりの答えを導き出すこと

を学びました。それは現在の業務でも大変役立っています。法学部在籍中に、幅広い講義を

受講できるのも熊本大学の大きな魅力です。ゼミの教授、仲間たちと2年間を過ごしたことは

大変思い出に残っています。今でも連絡を取り合う大切な仲間です。熊大には好きなことに挑

戦できるフィールドが整っています。色んなことに興味を持ち、視野を広げてほしいと思います。

株式会社三菱東京UFJ銀行（東京） 勤務
法学部法学科・平成20年度卒

小林  大祐　Daisuke KOBAYASHI

　北海道の製紙工場で、工場内のマシン設備の操業・保全、紙の原料であるパルプの製造、

工場で扱っている電力・蒸気の管理など、多種多様な業務の中で勉強の日々を送っていま

す。大学では先生の熱心な指導により、研究発表の場を度々いただき、論文として形にする

こともできました。このような成果を残せたことは現在の自信に繋がっています。また、キャン

プ、スノーボードに旅行など仲間と共に楽しい日々を過ごすこともできました。今はどのよう

に行動するかを自分の裁量で決めることが多いと思います。そのため選択肢の多さで迷うこ

ともありますが、そんな時に悩みを共有できるような友人をぜひ作ってください。

王子製紙株式会社（北海道） 勤務
工学部機械システム工学科・平成21年度卒／大学院自然科学研究科産業創造工学専攻博士前期課程・平成23年度修了

松浦  達己　Tatsuki MATSUURA

　現在は宮崎県立都城農業高等学校の教諭として、担任・生徒会・さらには野球部顧問と

忙しい毎日を過ごしています。普通科しか知らなかった自分にとって、現在、専門高校で過

ごす経験は新鮮であり、多くのことを学んでいます。大学在学中に培った「研究心」は現在

の私の礎であり、私を支えてくれた研究室の仲間や先生方との思い出は忘れることはできま

せん。学生の皆さんには、限られた時間の中で多くのことに挑戦し、自分自身の将来を切り

拓くための能力を身に着けてほしいと思います。

宮崎県立都城農業高等学校　勤務
教育学部中学校教員養成課程・平成15年度卒／大学院教育学研究科教科教育専攻・平成17年度修了

西村  嘉史　Yoshifumi NISHIMURA

本学の卒業生たちの“今”に迫る「卒業生ジャーナル」。

熊本県内はもとより、国内外で活躍する先輩たちの

これまでの歩みや苦労、そして喜び、楽しみなどを通して

精励するその姿をご紹介します。

卒業生ジャーナル

教

工

法
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　入社して３カ月目、研修を行っています。模擬プロジェクトなどの研修を通して、ITスキル

はもちろんですが、チームとしての仕事の進め方などのビジネススキルや、ビジネスマナーな

ど毎日さまざまなことを学んでいます。プロジェクト内で発生した問題の対処など、はっきり

と答えのない課題に取り組まなければなりませんが、熊本大学で培った自ら考え学んでいく

姿勢で頑張っています。さまざまな価値観を持つ同期に良い刺激を受けると共に、私もいろ

いろと経験しておけば良かったと後悔することもあります。大学生時代にさまざまなことに

チャレンジして視野を広げてください！

新日鉄ソリューションズ株式会社（東京） 勤務
理学部理学科・平成21年度卒／大学院自然科学研究科理学専攻博士前期課程・平成23年度修了

日野  恭兵　Kyohei HINO

　現在、テンプル大学で『肺における免疫制御機構の研究』を行っています。本来生体に備わる

機能により外来異物に対する免疫応答がどのように収束していくのかを分子レベルで解明するの

が目的です。在学中には目標を一段高く設定し、立ち向かうことが次への飛躍につながることを

体験しました。こうした体験こそが、言語、習慣の壁を乗り越えて、挑戦し続ける支えになっていま

す。今も先生方や同級生とは国際学会などで交流を深めています。在学中、時には深夜に及ぶま

で仲間と研究について語らったことなど、アメリカにいると一層懐かしく感じます。困難なことが

あってもポジティブな視点で捉えてみてください。一歩踏み出せばそこからチャンスが広がります。

テンプル大学医学部生理学分野（アメリカペンシルベニア州） 勤務
神戸学院大学薬学部薬学科・平成14年度卒／熊本大学大学院薬学教育部博士前期課程・平成19年度卒

加藤  浩亮　Kosuke KATO

　弊社制作のテレビ作品、主に実写キャラクター番組のマーチャンダイジング業務を行って

います。大学時代には、当たり前に行っている人間の行動を科学的に研究し、物事を客観的

に捉える視野を築いていきました。現在、多岐に渡る商品やキャンペーンを展開しています

が、これらの客観的視点と科学的な根拠を駆使しながら、より良いものを作るために日々励

んでおります。また当時は写真部に所属していましたが、現在でも写真に触れる機会が多く、

楽しんで仕事しています。大学生活での何気ない日常が現在の私の支えとなっています。皆

さんも与えられた時間が限られていることを忘れず、楽しく有意義に過ごしてください。

東映株式会社（東京） 勤務
文学部総合人間学科人間科学コース認知心理学研究室・平成22年度卒

山下  紗登美　Satomi YAMASHITA

　熊本市西区の城西校区を受け持ち、訪問などを通じて、子育て支援や精神疾患を抱えた方が

安心して生活ができるよう、個別支援を行っています。その他、生活習慣病予防のための教室な

ど、さまざまな対象者の健康の維持増進のための活動を行っています。大学で得たものは、共に

看護職を目指す友人と、温かく支援してくださった先生方との出会いです。友人とは今でも良き

仲間であり、そして先生方は就職活動の時も手厚い指導をしてくださり、現在でも“何かあったら

戻れる場所”として、心の支えになっています。病院実習や就職活動、サークル活動などは現在

も私が働く上でとても役に立っています。皆さんも熊本大学で、学生生活を楽しんでください。

熊本市西区役所保健子ども課　勤務
医学部保健学科看護学専攻・平成21年度卒

鶴田  千春　Chiharu TSURUTA

文

医

薬

理
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平成24年度（社）日本肝臓学会　肝がん撲滅運動市民公開講座
「肝がんZEROを目指して」を開催します

　熊本県肝疾患診療連携拠点病院で
ある熊本大学医学部附属病院と（社）
日本肝臓学会、熊本県が共催して、肝
がん撲滅運動市民講座「肝がんZERO
を目指して」を開催します。肝がんを
はじめとする肝臓疾患について最新
の情報を発信し、熊本県民の健康増進
に寄与することを目的として開催さ
れます。
日　時／7月28日（土） 16：00～18：00
場　所／人吉カルチャーパレス、玉名 
 市民会館、やつしろハーモ  
 ニーホール、くまもと県民交    
 流館パレア、山鹿市民医療

 センター、天草宝島国際交
 流会館ポルト、水俣市立総
 合医療センター各会場
対象者／一般の方
参加料／無料
事前申込／不要
【問い合わせ】
熊本県肝疾患診療連携拠点病院肝疾患セ
ンター（熊本大学医学部附属病院）
Tel.096-372-1371
URL:http://www.kuh.kumamoto-u.ac.jp
　　/hepatolo/

「名誉教授称号授与式」が行われました

　５月25日（金）、本学事務局棟大会
議室にて、「名誉教授称号授与式」が
行われました。名誉教授の称号は、教育
や研究の上で特に功績のあった方に贈
られるものです。本年は自然科学研究
科から７名、法曹養成研究科から１名、
教育学部から１名、総合情報基盤セン
ターから１名の計１０名の教授に称号が
授与されました。式典にはうち7名が出
席。谷口功学長は７名に名誉教授の称
号を授与し、長年にわたる大学への貢
献と功績をたたえました。

前列左から古川憲治名誉教授（自然科学研究科）、伊藤喜久男名誉教授（同）、井上高宏名誉教授（同）、
谷口 功学長、城 昭典名誉教授（自然科学研究科）、檜山 隆名誉教授（同）、小野義美名誉教授（法曹養
成研究科）、入口紀男名誉教授（総合情報基盤センター）。
※木田建次名誉教授（自然科学研究科）、廣江哲幸名誉教授（同）、菅生 均名誉教授（教育学部）は欠席

　（独）「日本学術振興会」が公募す
るこの事業は、大学などの研究機関
で行う最先端の科研費の研究成果
について、小学5・6年生、中学生、高
校生を対象に、じかに見る・聞く・触
れることで科学の面白さを感じて
もらうプログラムです。 本学では二
つのプログラムを実施します。参加
は無料、WEBからのお申し込みもで
きます。

【実施プログラム一覧】
URL:https://cp11.smp.ne.jp/gakujutu/seminar

①地層を見て、触って、石を砕いて
　学ぶ郷土の成り立ち
日　時／７月24日（火）
場　所／球磨中学校
 ※本学に集合し、貸切バスで
 移動します。
対　象／中学生・高校生
定　員／40名
申込締切／7月2日（月）
【問い合わせ】
教育学部理科教育（地学）　田中・笹井
Tel&Fax.096-342-2539
E-mail.hitoshi@educ.kumamoto-u.ac.jp

②「超臨界流体」と「マイクロ波」を
　使って地球環境を改善しよう！
日　時／8月2日（木）、8月3日（金）
場　所／工学部物質生命化学科
 会議室および化学工学研究室
対　象／高校生
定　員／20名
申込締切／7月20日（金）
【問い合わせ】
工学部物質生命化学科　佐々木
Tel.096-342-3666
Fax.096-342-3665
E-mail.masasaki@kumamoto-u.ac.jp

平成24年度「ひらめき☆ときめきサイエンス ～ようこそ大学の研究室へ～ KAKENHI」
（研究成果の社会還元・普及事業）に熊本大学のプログラムが2件採択されました
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　宇宙はどのように始まりどのように
進化し、そして未来はどうなっていくの
か？現代物理学が解き明かしつつある
このような根源的な謎に、豊富な映像資
料を用いて迫っていきます。講演後には
大学院生との交流の時間も設けます。
日　時／7月6日（金）16：30～18：00
場　所／黒髪南キャンパス
 理学部3号館2F
対象者／中学生以上　参加料／無料
事前申込／不要
【問い合わせ】
理学部理学科物理化学講座　高橋
E-mail:keitaro@sci.kumamoto-u.ac.jp

　8月4日（土）、日本看護学教育学会第
22回学術集会（学術集会長：本学・森田
敏子教授）内で、市民公開講演を開催し
ます。講師は「風の丘 阿蘇大野勝彦美
術館」館長の大野勝彦氏。不慮の事故で
両腕を切断、“湧き出る生”への思いを
詩に託し、生の喜びを水墨画へ表現さ
れ、その作品は感動を与えてくれます。
日　時／8月4日（土）15：00～17：00
場　所／熊本県立劇場 演劇ホール
対象者／一般向け　参加料／無料
事前申込／「学会サポートセンター熊本」
 までお申し込みください。
 当日参加も可能です。

市民公開講演「夢は叶うもの、思い強ければ  笑顔  笑顔」を開催

【申込・問い合わせ】
学会サポートセンター熊本　Tel.096-373-9188
E-mail:jane22@higo.co.jp URL:higo.co.jp/

全国同時七夕講演会
「宇宙の始まりにせまる」

事前申込／7月13日（金）までに電話ま
 たはファクス、郵送、ホーム
 ページよりお申し込みくだ
 さい。
【申込・問い合わせ】
自然科学系事務ユニット
みなまた環境塾担当者
〒860-8555　熊本市中央区黒髪2-39-1
Tel.096-342-3519
Fax.096-342-3905
URL:http://ecomot.org/

　本学が水俣市で実施している大
学生・社会人のための人材育成プロ
グラム「みなまた環境塾」。今回は
小・中学生を対象に、科学する楽し
さを知ってもらうために「ミニみな
また環境塾3～サイエンス＆エコサ
マースクール～」を開催します。自
由研究などにも最適です。
日　時／8月16日（木）
 9：00～15：30
場　所／みなまた環境テクノセンター
 （水俣市浜松町5-98）
対象者／水俣・芦北地区に住む
 小学生（高学年）と中学生
定　員／30名　参加料／無料

平成24年度「中学校及び高等学校における遺伝子教育研修会」〈形質転換コース〉を開催

ミニみなまた環境塾3 ～サイエンス＆エコサマースクール～

事前申込／7月20日（金）までに、受講申
 込書に必要事項を記入し、
 郵送・ファクス・メールにて
 お申し込みください。締切後、
 受講者を決定し、受講決定通
 知書を交付いたします。
【申込・問い合わせ】
生命資源研究・支援センター遺伝子実験施設
〒860-0811　熊本市中央区本荘2-2-1
Tel.096-373-6501
Fax.096-373-6502
E-mail:www@gtc.gtca.kumamoto-u.ac.jp
URL:http://www.gtc.egtc.jp/view/kouken
　　/rika24

　遺伝子の基礎知識から先端研究まで
の講義および遺伝子組み換え実験の体
験を通して、教育現場での遺伝子教育
のあり方を議論する場といたします。
日　時／8月9日（木）～10日（金）
 9：30～17：00
場　所／生命資源研究・支援センター
 遺伝子実験施設6F 
対象者／中学・高等学校現職理科教員
 およびその関係者
参加料／無料
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　NPO法人「キャンサーネットジャ
パン」が全国各地で行っている大腸
がん患者・家族のための無料公開講
座「ブルーリボンキャラバン」。大腸
がん疾患啓発・医療情報発信のため
に行われる本セミナーが、熊本大学
生命科学研究部消化器外科の共催に
より、熊本で開催されます。講演やコ
ンサート、パネルディスカッション
などが行われ、大腸がんの予防・検診、
また外科的治療・薬物療法について
理解を深めます。

10月7日（日）
場　所／南阿蘇ビジターセンター周辺
時　間／8:30～15:30 阿蘇の薬用 
 植物をたずねて

講　師／吉田尚利、香月茂樹、飯田修、
 南基泰、杉村康司、渡辺高志、
 佐藤千芳、瀬井純雄、米田喜美子、
 八十島由利子（６日のみ）、矢原正治
参加料／無料　※漢方薬生薬認定薬剤師 
 研修シール　6日1点＋2点、
 7日3点を準備します
事前申込／9月28日（金）までにメール

 または往復ハガキにて、下記
 内容を記載の上、お申し込み
 ください。
①氏名　②住所　③電話番号
④メールアドレス　⑤参加日
⑥研修シールの必要の有無
【申込・問い合わせ】
〒862-0973　熊本市中央区大江本町5-1
熊本大学薬学部薬用資源エコフロンティ
アセンター（薬用植物園）矢原
Tel.096-371-4381
E-mail:yaharas1@gpo.kumamoto-u.ac.jp
URL:http://www.pharm.kumamoto-u.ac.jp
　　/yakusoen/garden.html

ブルーリボンキャラバン―もっと知ってほしい大腸がんのこと

10月6日（土）
場　所／大江キャンパス　薬学部
時　間／10:00～12:00薬用植物園
 観察会
 13：00～16：00講演会
演　題／「くまもとの身近な薬草」
 米田喜美子氏
 「種子島においでよ ～薬用
 植物を観に～」
 飯田修氏
 同時開催（ポスター報告）
 「ベトナムでの薬用植物調査」
 南基泰氏

　本学薬用資源エコフロンティアセンターが主催する薬用植物観察会です。講師
の案内で私たちの身近にある薬草を学びます。

日　時／9月22日(土)
 13 :00～17:00
場　所／熊本市医師会館
 （熊本市中央区本荘3-3-3）
対象者／一般の方
参加料／無料
事前申込／電話またはファクス、郵送
 にてお申し込みください。
【申込・問い合わせ】
特定非営利活動法人キャンサーネット
ジャパン
〒113-0034　東京都文京区湯島1-10-2
御茶ノ水K＆Kビル2F
Tel.03-5840-6072
Fax.03-5840-6073

「第11回薬用植物を知ろうin熊本」を開催します

　本学の満屋裕明教授ほか、国際的エイ
ズ研究者たちが、一般の方にも分かりやす
く、最新のエイズ研究の現状をお話しし
ます。事前申込不要、参加費は無料です。
日　時／8月31日（金）13：10～17：00
場　所／大手町ファーストスクエア
 カンファレンス
 （東京都千代田区大手町1-5-1
 大手町ファーストスクエア
 イーストタワー2F）
【問い合わせ】
グローバルCOE推進ユニット
Tel.096-373-6832
E-mail:g-coe2@jimu.kumamoto-u.ac.jp
URL:http://www.caids.kumamoto-u.ac.jp/2012aug

熊本大学グローバルＣＯＥ「エイズ制圧を目指した国際教育研究拠点」一般向け公開シンポジウム

詳細はホームページにてご確認ください。
URL:http://www.cancernet.jp/brc/



 平成24年度「公開講座」「授業開放」受講生募集中です

　平成24年度「公開講座」および後学期開
講の「授業開放」受講生を募集中です。詳細
は下記ホームページよりご確認ください。
【公開講座】
右表参照。詳しくはホームページへ。
【授業開放】
日　時／10月より順次開講
場　所／本学キャンパス内
対象者／高等学校卒業程度の学力を有する方
事前申込／8月27日（月）（必着）にて事前に
　　　　  下記までお申し込みください。
【申込・問い合わせ】
マーケティング推進部地域連携ユニット
公開講座・授業開放担当

Tel. 096-342-3121　E-mail: manabou@jimu.kumamoto-u.ac.jp　URL：http://www.cps.kumamoto-u.ac.jp/syogaigakushu/top/

 「公開講座」一覧 代表教員 開講日

新聞の読み方講座　「言葉に強くなる」 越地　真一郎 9月1日（土）から6日間

自尊感情を高めるピアカウンセリング入門 前田　ひとみ 8月22日（水）・23日（木）

「食育」講座 川野　美智代 8月21日（火）・22日（水）

看護診断セミナー2012
－ＮＡＮＤＡ、ＮＯＣ、ＮＩＣのリンケージ－ 森田　敏子 9月29日（土）・30日（日）

看護職の人材育成セミナー2012
－インストラクショナルデザインを活かす研修企画力を磨く！－ 

森田　敏子 10月27日（土）・28日（日）

看護研究セミナー－統計入門とSPSSの基礎－ 森田　敏子 11月10日（土）

リーダーシップ・トレーニング－東京会場－ 吉田　道雄 8月21日（火）・22日（水）
  11月22日（木）

教育デザイン・ワークショップ－東京－ 鈴木　克明 9月8日（土）・11月10日（土）

教育デザイン・ワークショップ－大阪－ 鈴木　克明 9月30日（日）・11月11日（日）

熊本大学基金へのご協力に感謝し、心より御礼申し上げます
№18（平成24年3月1日～平成24年5月31日）

　卒業生の皆さま、在学生の保護者の皆さま、法人・団体などの皆さま、本学の退職者および教職員の皆さまからご寄附をいただき、
平成２４年５月３１日現在、その寄附総額は約５億１１６０万円となっております。皆さまのご協力に厚く御礼申し上げます。
　今号では、平成２４年３月１日から平成２４年５月３１日までの間に入金を確認させていただきました個人９８名、３３法人・団体などの
寄附者すべての皆さまへ感謝の意を込め、ご芳名を掲載させていただきます。公開を希望されない寄附者につきまして
は、掲載しておりません。
　また、万一お名前がもれている場合は、誠に恐縮ではございますが、基金事務室（電話：096-342-2029）までご連絡ください。
　皆さまのさらなるご支援とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

【360万円】 甲斐原　守夫(720) 
【100万円】 髙宮城　實明  医療法人出田会(200)
【85万円】 井上　高宏(100)
【50万円】 株式会社坂井幸吉商店
【10万円】 医療法人永田内科医院 医療法人社団永芳会永芳医院
【5万円】 久木山　厚子  有限会社水輝管工 　 島田　廉夫(105)
【5万円未満】 浅山　滉(5）  医療法人まつもと眼科 迫　健市
 廣瀬　邦利  医療法人山田クリニック 岡崎　美知治
 村上　健太郎(5）  衛藤　光明  衛藤　延江

１．お名前・寄附金額の掲載を希望された寄附者
　　　（寄附金額別、五十音順・敬称略にて掲載させていただきます。）　※（　）内の数字は、累計寄附金額（万円）です。

荒木　幹生[2] 伊方　敏勝[2] 池原　弘[2] 石崎　昻之 出盛　允啓 岩越　一 上田　京二[4]
上塚　高弘[3] 江見　高章[4] 大島　隆志 大杉　三郎[2] 大坪　哲也[2] 角光　宗治[2] 片渕　秀隆[2］
桂　忍 木村　晴世[2] 草野　龍二[6] 工藤　真励奈 倉原　邦彦[2] 合志　秀一 後藤　辰雄
佐伯　千惠子[3] 佐藤　八郎[2] 篠原　耕一 城　昭典 瀬戸　致行[3] 武本　重毅[3] 寺本　仁郎[3]
富安　真二朗[3] 中尾　博之 永田　達也[5] 中村　功[3]　　  西田　守 野村　耕一[3] 畑中　敏彦
服部　新三郎[5] 馬場　秀夫[4] 藤﨑　順子[5] 堀野　敬 前田　定男 松崎　武寿[2] 三嶋　功
村端　秀映 森田　哉耶花
赤帽アイ運送 　　　　　　 医療法人あすなろ会　　　　　 株式会社フジコーガク　株式会社九州神陵文庫
株式会社東京ブッククラブ金龍堂　 株式会社南工務店　　　　　　 株式会社本山設備　　　熊本県害虫消毒協同組合
合資会社サンクック　　　　　 社会福祉法人熊本県コロニー協会　 正晃株式会社　　　　　プランニングボックス
ホープ印刷株式会社　　　　　 有限会社髙倉智将産業　　　　 有限会社マルイ商会　　有限会社インテリアシンコー
有限会社瀬戸口孵化場　　　　 有限会社ソフテム　　　　　　 有限会社田迎電気設備　ロイヤル・メッド株式会社

  

２．お名前のみ掲載を希望された寄附者
　　　（五十音順・敬称略にて掲載させていただきます。）　※［　］内の数字は、累計寄附回数（回目）です。

３．お名前・寄附金額の掲載を希望されない寄附者
個人42名、6法人・団体等
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熊本大学学生支援部入試ユニット
TEL.096-342-2146　FAX.096-345-1954
E-mail nyushi@jimu.kumamoto-u.ac.jp

大江キャンパス

WELCOME  TO  KUMADAI

こ
の
街
で
、学
ぼ
う
。

黒髪キャンパス

本荘・九品寺キャンパス 

当日自由
参加OK!水

文学部・教育学部・法学部・理学部・工学部

医学部（医学科・保健学科）

薬学部

http://www.kumamoto-u.ac.jp/

黒髪キャンパス

本荘・九品寺キャンパス 

大江キャンパス

当日自由
参加OK!

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
文学部・教育学部・法学部・理学部・工学部黒髪キャンパス

2012年8月8日 水

2012年8月10日 金

薬学部大江キャンパス
医学部（医学科・保健学科）本荘・九品寺キャンパス 




